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研究成果
テーマ1

 液化DMEに難溶なポリマー系凝集剤を選定し、抽出時に油脂や脂肪酸組成、元素比に影響しないことを確認した。

 ポリマー系凝集剤は、微細藻類種間で軽微な差異を無視して適用でき、凝集から抽出までのプロセスを水平展開可能。

 微細藻類の凝集をポリマー系凝集剤に依存する場合、浸透性の高い液化DMEを抽出溶媒として用いることが有効。

テーマ2

 遠心分離中心の従来法に比べ、凝集・濃縮プロセス導入でエネルギー効率を改善し、小規模化の可能性を示した。

 微細藻類利用におけるエネルギー収支の課題を数値化し、改善の方向性を明確化した。

 25種類の高分子凝集剤を網羅的に評価し、適応可能な凝集剤の特性を明らかにした。

 凝集後の含水率は70～80%を目標とし、遠心脱水機を不要とする処理条件を提案した。

 天然由来凝集剤を用いた二液薬注法を検討し、凝集剤使用量を大幅に削減、残渣の有効利用の可能性を拡大した。

 液化DME抽出と天然由来凝集剤の組合せにより、微細藻類資源の完全活用と環境負荷低減を両立技術基盤を確立した

 液化DME抽出技術は、エネルギー・物質利用を両立し、環境負荷低減・資源循環・温室効果ガス削減に貢献する中核技術。

 凝集・濃縮プロセスにより、遠心分離主体の既往法に比べてエネルギー効率を大幅に向上し、実スケールでも。

 抽出残渣や天然由来凝集剤の再利用により、肥料・飼料化やアンモニア消費・CO₂排出削減を実現する環境調和的手法。


